エピローグ
オネットの家に帰ったぼくを待っていたのは、ママのとびきり優しい笑顔だった。
「ネス、お帰りなさい。あなたがきっと元気に帰ってくるって、ママ信じてたわ!」
ぼくはたまらず、ママの胸に飛びこんだ。
「ママ!ママ……ぼくたちのために祈ってくれたでしょう。わかったよ。ぽく」
ママは、優しくぼくを抱きしめたまま、ささやくような声で答える。
「ママには、ネスの様子が手にとるようにわかったわ。だから、ネスとみんながきっと無事
にもどってきますように、宇宙からの侵略者なんかに負けませんように……そう祈ったのよ」
「ありがとう、ママ。……そうだ。ママは、この冒険の間じゅう、ずっとぼくの心の支えだ
ったから……これ……余ったお金で買ったんだけど……
ぼくは、ママにプレゼントを渡した。
「まあ、ネス……これを、ママのために?うれしいわ。ありがとう!」
ママは、今度は、大きな花束ごと、ぼくをぎゆっと抱きしめた。と-。
「ああ～つ。ママにだけなんて、いいな～〓」
「わんわん!くう～ん……わん〓」
リビングの扉が開いて、妹のトレーシーと犬のジョンが=

